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第 2章 稲美町におけるスポーツの現状と課題 

 

１．ハードウエア（施設等）の現状と課題 

・町の公共スポーツ施設の数は 8 カ所あり、「いなみ野体育センター」、「高薗寺球場」、「鳴ヶ岡

グラウンド」、「中央公園多目的グラウンド」、「中央公園テニスコート」、「中央公園ゲートボール

場」「大沢池スポーツ公園グラウンド」、「サン・スポーツランドいなみ」と点在していますが、老朽

化が顕著です。2018 年度の施設利用者数は、約 15 万人に上っています。 

・稲美町立健康づくり施設「いなみアクアプラザ」（指定管理施設）においては、室内プール、トレ

ーニングジム、スタジオなどが置かれています。 

・稲美中央公園には、バーベキューサイトや野外活動センター、グラウンド・ゴルフ場なども設置さ

れています。 

・学校体育施設は、小学校、中学校共に開放され、多くの住民に利用されています。 

・その他屋内で運動のできる公共施設としては、稲美町立農村環境改善センター、加古福祉会

館ならびに母里福祉会館などがあります。 

・加古大池では、ウォーキングコースがあり、ロッカー・シャワーの設置もあります。 

・5 小学校区に設立されていたスポーツクラブ 21は、2010 年に「スポーツクラブ 21いなみ」として

統合され、法人格の取得が期待されています。また、NPO 法人稲美町体育協会や稲美町スポ

ーツ推進委員会等のスポーツ団体との連携・協働が期待されています。 

・住民が利用しているスポーツ施設の 1 位は、「公共スポーツ施設」（26.7%）で、2 位「公園」

（24.1%）、3 位「道路」（22.3%）、4 位「自然環境」（15.8%）の順です。民間スポーツ施設が周辺市

町にあるために民間施設の利用者は少なく、公共スポーツ施設や身近な公園などの依存度が

高いといえます。 

 

「いなみ野体育センター」 
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２．ソフトウエア（プログラム・イベント・情報等）の現状と課題 

・「いなみ新春万葉マラソン大会」（主催：NPO 法人稲美町体育協会、協力：稲美町スポーツ推進

委員会、スポーツクラブ 21 いなみ）が開催され、約 1,700 人の参加者を集めています。 

・「稲美町総合体育大会」（主催：NPO 法人稲美町体育協会）は、毎年 3,900 人以上の参加があ

り、加盟団体と一般住民が参加しています。 

・「加古川ツーデーマーチ」を稲美町スポーツ推進委員会、スポーツクラブ 21いなみが協力し、町

内のチェックポイントの運営を支援しています。 

・「町民体力測定」（主管：スポーツクラブ 21 いなみ、協力：稲美町スポーツ推進委員会、NPO 法

人稲美町体育協会）が開催され、約 120 名が参加しています。 

・「まちづくり桜ウオーキング」（校区まちづくり委員会）が開催され、先導ウォーカーとして稲美町ス

ポーツ推進委員会が協力しています。 

・「まちづくり交流スポーツ大会」（主催：校区まちづくり委員会）が住民を対象にして、グラウンド・

ゴルフやドッジビー等の交流大会を実施し、審判員として稲美町スポーツ推進委員会が協力し

ています。 

・「生涯学習推進員スポーツ研修会」（主管：生涯学習課）が開催され、指導は稲美町スポーツ推

進委員会が行っています。 

・「スポーツ行事の参加」は、生涯学習課や NPO 法人稲美町体育協会、スポーツクラブ 21 いな

み、稲美町子ども会育成協議会などによって開催されているものの、「参加した」は 15.2%と少な

く、「見に行った」が 3.0%です。 

・「今後、参加したいスポーツ行事」は、1 位「体力テスト測定」、2 位「レクリエーション・イベント」、3

位「スポーツ教室」、4 位「野外活動」の順でした。 

・「いなみアクアプラザ」において、スイミング、マシントレーニング、ヨガ・エアロビクスなどの教室が

開催されています。 

・公共スポーツ施設の予約は、いなみ野体育センターにおいて、施設利用会員登録をし、同セン

ター窓口で予約申請が行われています。 

・「運動・スポーツの情報ニーズ」は、1 位「健康・体力づくり」、2 位「新しいスポーツ・気軽にできる

スポーツ」、3 位「スポーツ教室」、4 位「スポーツ施設」、5 位「スポーツ行事・イベント」の順です。 

・ほとんどの公共スポーツ施設情報は、町生涯学習課スポーツ係のホームページで公開されてい

ますが、すべての情報は一元化されていません。 

・健康づくり施設「いなみアクアプラザ」のプールについても指定管理者の管理運営施設のため、

情報が一元化されていません。 

・中学校では、平成26年度、27年度に実施した「スーパー食育スクール事業」を機に食育事業が

積極的に行われています。 

・運動と栄養を組み合わせた健康づくりやスポーツ指導者の講習会などが求められています。 
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３．ヒューマン（住民、選手・愛好者、指導者・ボランティア等）の現状と課題  

・週 1 回以上のスポーツ実施率は、47.5%、週 3 回以上は 18.7%です。全国平均（2016 年）は、週

1 回以上が 42.7%、週 3 回以上は 19.7%で、週 1 回以上は約 5 ポイント高く、週 3 回以上は 1 ポ

イント低くなっています。 

・非実施者は 21.6%と高く、特に中年層（40-59 歳）が最も多くなっています。 

・実施種目は、1 位「散歩・ウォーキング」、2 位「体操」、3 位「ストレッチ」、4 位「ジョギング・ランニ

ング」、5 位「グラウンド・ゴルフ」、6 位「ゴルフ（コース）」、7 位「ゴルフ（練習場）」、8 位「ヨガ」の

順で、個人の運動が多くなっています。 

・体力の自己認知は、約 5 割強と高いが、中年層において自己認知が低い傾向にあります。また、

高齢者層（60歳以上）よりも、壮年層（20歳-39歳）と中年層（40歳-59歳）において「運動不足」

を感じています。 

・スポーツ実施の目的は、「健康」、「楽しみ・気晴らし」、「友人・仲間との交流」の順です。 

・スポーツクラブの所属率は、県の調査と比べると 29.5%と高い傾向です。内訳は、「地域スポーツ

クラブ」、「民間スポーツクラブ」、「職場クラブ」、「学校クラブ」の順です。また、過去は所属して

いたが今は加入していない「離脱者」が 25.2%に上っています。 

・「みるスポーツ」において、「間接視聴（テレビなど）」は 95%と高い関心があり、「プロ野球」「サッカ

ー日本代表」、「高校野球」、「大相撲」、「フィギュアスケート等」、「マラソン・駅伝」の順です。「直

接観戦」は約 5 割を占めており、「プロ野球」、「高校野球」、「ゴルフ」、「J リーグ等」、「その他の

野球等」の順です。 

・スポーツボランティア経験は、11.1%を示し、活動内容は「大会・イベントの運営や世話」、「スポー

ツクラブ・団体の運営や世話」、「スポーツ指導」、「審判」の順です。 

・スポーツボランティアの育成や講習会は開催されていません。 

・稲美町スポーツ推進委員会やNPO法人稲美町体育協会、スポーツクラブ２１いなみにおいて優

秀なコーチや指導者等が存在していますが、情報交換する場がなく、プラットフォームづくりが求

められます。 

・部活動において、部活動外部指導員が採用されていますが、教員の残業時間の制限から、地

域スポーツとの連携が求められます。 

・高齢者や障がい者の運動・スポーツ指導者の養成・活用が求められています。 

 

４．スポーツ団体・学校体育連盟等におけるスポーツ推進事業 

① 稲美町スポーツ推進委員会 

＜構成員数＞ 15 名 

＜組織の構造＞                    

スポーツ基本法（第22条）に基づき、教育委員会に委嘱された非常勤職員で、20歳から

66 歳の男性 9名、女性 6名が活動し、そのうち 4 名が兵庫大学の学生です。 
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＜活動内容＞ 

健康寿命をのばすためのポールウォーキングを推進、その指導・教室の開催、子どもた

ちの運動能力を伸ばし、運動嫌いを無くすためのコーディネーショントレーニングを中心とし

たスポーツ教室（わくわくキッズスポーツ）を開催するという 2 本柱で活動するとともに、町の

スポーツイベントの支援、指導、助言等スポーツ推進のための事業を幅広く行っています。

具体的には、まちづくり桜ウォーキングでの体操や先導、おでかけ講座でのスポーツ指導、

生涯学習推進員スポーツ研修会での助言・指導、町民体力測定・いなみ新春万葉マラソ

ン・加古川ツーデーマーチへの協力等です。 

    

② スポーツクラブ 21 いなみ 

＜構成員数＞ 560 名 

＜組織の構造＞ 

各校区でスポーツクラブの活動を行っていたが、平成 22 年度に５校区のクラブを合併し

「スポーツクラブ21いなみ」となり、それぞれのクラブは支部として継続し活動しています。事

務局は、生涯学習課スポーツ係で担当し、支部から運営委員を選出して、総務広報部・企

画部・指導部にわかれて運営しています。 

＜活動内容＞ 

現在 20 種類の種目を開催。老若男女 3歳～89 歳の幅広い方々が自分に合ったスポー

ツを楽しんでいます。このほかに、年度当初に総会、秋には新体力測定ならびに新年に全

体交流会を運営する他、支部ごとにも交流会などを企画運営しています。また、いなみ新春

万葉マラソン大会、加古川ツーデーマーチの協力をしています。 

 

③ NPO 法人稲美町体育協会 

＜構成員数＞ 本部役員 44 名 会員数 3,200 名 

＜組織の構造＞ 

13 の種目協会が集合した団体で、本部役員として理事 6 名及び協会からの社員並びに

幹事・事務局で組織されています。また各種目協会は、会長を中心に種目に応じた組織運

営を行っています。 

＜活動内容＞ 

体育協会挙げて行う活動として、いなみ新春万葉マラソン大会（1 月実施、参加者約

1,700 名）の共催、稲美町総合体育大会（9 月実施、13 種目参加者約 3,900 名）を主催して

います。また各種目協会では、年間計画により各々数回大会を実施しています。さらに、町

行事ふれあいまつり、夏まつりにも積極的に参画しています。このような協会及び種目協会

の活動は、広報紙「体協だより」（年 3 回発行）により町内全戸に配付しています。 
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④ 中学校体育連盟 

＜組織の構造＞ 

兵庫県下各市郡町中学校体育連盟をもって組織とする。兵庫県中学校体育連盟は、公

益財団法人兵庫県体育協会、公益財団法人日本中学校体育連盟及び近畿中学校体育連

盟に加盟しています。 

＜活動内容＞ 

兵庫県中学校体育連盟は、兵庫県下中学校体育の健全な発達をはかることを目的とし

ています。 

 1 中学校運動部活動の普及・振興に関すること 

 2 中学校生徒の体育大会（総合体育大会、新人大会）の開催 

 3 中学校体育・スポーツに関する調査・研究 

 4 中学校体育・スポーツの功労者の表彰 

5 その他目的達成に必要な事項 

 

「中学生体育大会」 

 

⑤ 稲美町老人クラブ連合会 

＜構成員数＞ 3,098 名 

＜組織の構造＞ 

単位老人クラブ数 53 クラブ （加古老人クラブ連合会 12 クラブ・780 名、母里地区老

人クラブ 11 クラブ・491 名、天満地区老人クラブ連合会 30 クラブ・1,827 名） 

＜活動内容＞ 

老人クラブは高齢者の健康づくりや生きがいづくりに関する事業等を行い、高齢者の福

祉の増進に寄与するため活動しています。特に「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動のう

ち健康寿命をのばす継続的な健康活動として、老人クラブ連合会が行うグラウンドゴルフ大
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会と連合運動会は会員にとって楽しみなスポーツ大会となっています。 

なお、グラウンドゴルフ大会は町老連及び各地区老連でそれぞれが開催しており、単位

クラブでは地域の広場等で会員が練習を重ねるなど、スポーツの裾野が広がっています。 

 

⑥ 稲美町子ども会育成協議会 

＜構成員数＞ 2,800 名 

＜組織の構造＞ 

運営役員は各校区子ども会育成協議会から 4 名ずつ選出された総数 20 名で組織して

います。会長 1名、副会長 1名、会計 2名、総務部 4名、体育部 6名、文化部 6名の役職

で任期は 1年間で構成人の内訳は、児童は約 1,900 名、保護者 900 名となっています。 

＜活動内容＞ 

子ども会育成協議会は、子どもたちの自主性を尊重しながら積極的で創造力があり、人

の意見が聞ける協調性や人としていたわりの心・思いやりの心を育む環境や地域づくりの一

端を担っており、具体的な活動として、子どもたちの思考力や判断力、決断力等の涵養を

図る為のオセロゲーム大会や、スポーツを通じた体力と精神力の向上の為に駅伝競走大会

を開催しています。 

また、町内では子ども達に関わる指導者・育成者に向けた子ども会活動の活性化や安全

教育の推進を図ることを目的とした研修会を開催し、広域では近隣市町の子ども達を一堂

に集め、学校や家庭ではできない活動を体験し、人間的な係わりを深める中で互いに共感

しあえる感性を磨きあい、主体的で独創的な人間性を育むことを目的とした子ども会議を市

町間で開催しています。 

 

 

「子ども会駅伝競走大会」 


